
西
洋
医
学
が
日
本
に
定
着
し
て
行
く
様
子
は
い
く
つ
か
の
面
で
と

ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
翻
訳
害
の
出
版
動
向
を
み
る
こ
と
も
そ

の
一
つ
と
な
る
。
こ
こ
で
は
明
治
二
十
年
ま
で
の
出
版
動
向
を
見
た

が
、
そ
の
終
り
を
明
治
二
十
年
と
し
た
の
は
、
こ
の
頃
に
な
る
と
乱

立
し
て
い
た
医
学
校
が
あ
る
程
度
ま
で
整
理
統
合
が
な
さ
れ
、
明
治

十
七
年
か
ら
施
行
さ
れ
た
医
術
開
業
試
験
規
則
に
よ
る
医
術
開
業
免

許
制
度
が
定
着
し
た
か
ら
で
あ
る
。

西
洋
医
学
書
の
翻
訳
は
天
和
二
年
（
ニ
ハ
八
二
）
の
本
木
庄
太
夫

に
よ
る
レ
メ
リ
ン
の
解
剖
書
に
始
ま
る
が
、
そ
れ
が
出
版
さ
れ
た
の

は
安
永
一
年
（
一
七
七
二
）
の
こ
と
、
『
解
体
新
書
』
出
版
の
二
年
前

で
あ
っ
た
。
解
体
新
書
の
出
版
以
後
、
西
洋
医
学
へ
興
味
を
も
つ
者

の
数
は
一
挙
に
増
え
る
と
共
に
翻
訳
書
も
現
わ
れ
て
く
る
。
し
か

し
、
そ
れ
ら
が
出
版
に
至
る
ま
で
に
ま
だ
か
な
り
の
時
間
を
必
要
と

明
治
二
十
年
以
前
の
翻
訳

西
洋
医
学
書
の
出
版
動
向

Ｊ１水
間
棟
彦

Ｊ２
・
酒
井
シ
ヅ

し
た
。
例
え
ば
、
最
初
の
西
洋
内
科
書
で
あ
る
宇
田
川
玄
随
の
『
西

説
内
科
撰
要
』
は
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
に
刊
行
が
始
ま
り
、

十
八
巻
の
刊
行
が
完
了
し
た
の
が
文
化
七
年
（
一
八
一
○
）
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
長
い
歳
月
を
要
し
た
の
は
寛
政
十
年
（
一
七
九
七
）

に
玄
随
が
亡
く
な
っ
た
事
情
も
か
ら
ん
で
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
訳
書

の
出
版
が
容
易
で
な
か
っ
た
こ
と
も
物
語
る
。

一
方
、
文
化
年
間
に
入
る
と
翻
訳
医
書
の
出
版
が
相
次
い
で
行
わ

れ
た
。
訳
者
も
江
戸
の
蘭
学
者
だ
け
で
な
く
、
京
都
の
新
宮
凉
庭

（
『
窮
理
外
科
則
』
）
大
垣
の
江
馬
元
恭
（
『
五
液
診
法
』
）
な
ど
各
地
の
蘭

学
者
の
手
に
な
る
も
の
の
出
版
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
文
化
二
年
に

は
大
阪
の
伏
屋
素
狄
の
『
和
蘭
医
話
』
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
は
翻

訳
書
で
は
な
い
が
、
多
く
の
西
洋
医
学
の
知
識
を
咀
噛
し
、
ま
た
自

ら
実
験
し
て
会
得
し
た
知
識
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
文
化
五
年
に

出
版
さ
れ
た
宇
田
川
玄
真
の
『
医
範
提
網
』
も
平
易
な
文
章
で
、
正

確
に
人
体
の
解
剖
・
生
理
を
説
い
て
い
る
。

文
政
年
間
に
入
る
と
翻
訳
医
書
の
種
類
は
多
様
化
し
、
大
著
の
刊

行
も
短
期
間
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

天
保
時
代
に
入
る
と
蘭
学
者
の
層
は
い
っ
そ
う
厚
み
を
増
し
、
各

種
の
書
物
の
翻
訳
が
な
さ
れ
、
出
版
さ
れ
る
。
宇
田
川
椿
庵
が
『
舎
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密
開
宗
』
を
出
版
し
た
の
は
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
で
あ
っ
た
。

ま
た
天
保
十
二
年
に
は
伊
藤
圭
介
が
『
新
訂
種
痘
奇
法
』
を
出
版

し
、
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
種
痘
法
を
紹
介
し
た
が
、
翌
十
三
年
、
幕
府
は

翻
訳
書
の
出
版
は
医
学
館
の
検
閲
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
通
告
し

た
。
そ
の
た
め
江
戸
で
は
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
そ
の
出
版
が

天
文
方
の
検
閲
を
受
け
た
上
、
奉
行
の
許
可
を
受
け
る
も
の
と
変
更

さ
れ
る
ま
で
は
、
出
版
さ
れ
る
本
の
種
類
は
激
減
し
た
。
宇
田
川
玄

真
の
『
医
範
提
綱
』
の
再
版
は
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
出
さ

れ
、
そ
れ
が
大
量
に
出
廻
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

弘
化
二
年
、
天
文
台
に
出
版
の
検
閲
権
が
移
る
や
出
版
さ
れ
た
翻

訳
医
書
の
種
類
が
増
え
た
。
そ
の
傾
向
は
安
政
年
間
に
入
る
と
い
っ

そ
う
隆
ま
る
。
し
か
し
、
幕
末
の
動
乱
の
た
め
か
文
久
年
間
か
ら
明

治
維
新
ま
で
の
間
に
少
し
減
少
が
象
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
に
注
目
す

べ
き
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
蘭
害
か
ら
の
翻
訳
害
ば
か
り
で
あ
っ
た
の

が
、
ア
メ
リ
カ
の
医
書
か
ら
の
翻
訳
書
が
登
場
し
た
こ
と
で
あ
る
。

明
治
に
な
る
と
原
本
の
言
葉
は
蘭
・
英
（
米
を
含
む
）
・
独
と
な
る

が
、
そ
の
割
合
が
年
と
共
に
変
化
し
、
明
治
十
年
代
の
後
半
に
は
蘭

書
か
ら
の
翻
訳
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
て
い
た
。
そ
れ
に
替
っ
て
ド

イ
ツ
語
本
か
ら
の
翻
訳
が
目
立
っ
て
増
え
る
。
つ
ま
り
、
明
治
初

年
、
英
米
の
医
書
が
オ
ラ
ン
ダ
語
本
に
替
っ
て
訳
さ
れ
、
出
版
さ
れ

た
が
、
ド
イ
ツ
語
で
医
学
を
学
習
し
た
東
京
大
学
の
卒
業
生
や
学
生

が
医
書
の
主
な
翻
訳
者
と
な
っ
た
明
治
十
年
代
後
半
に
は
、
ド
イ
ツ

語
本
か
ら
の
翻
訳
書
が
圧
倒
的
に
増
え
た
。

（
Ｄ
日
本
大
学
医
学
部
図
書
館
⑳
順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室
）
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